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令和５年度 通常総会を５月25日（木） 認定NPO法人淡海かいつぶりセンターに於て開催
                            正会員 ３１名中３０名の出席（表決委任状２４名）

令和５年度事業計画

【キャッチフレーズ】 あなたの心に寄り添い“あなたらしく活きる”あなたと共に歩みます。

令和５年度総会を終えて

令和５年度  総会資料抜粋

＜議案内容と結果＞   第１号議案 令和４年度の事業報告（案） 第２号議案 令和４年度決算報告（案）及び監査報告 いずれも承認され可決
  第３号議案 令和５年度の事業計画（案）  第４号議案 令和５年度予算（案） いずれも承認され可決

                     

梅雨明けが待たれる今日このごろ、皆さまいかがお過ごしでしょうか。
さて、2023年５月、コロナウィルス感染症も５類に移行し、認定NPO法人淡海かいつぶりセンターは、田上（黒津）の地に移転後4年目に

してようやく本格的始動の年となりました。引き続き、基本的な感染防止対策を徹底し、気持ちも新たに事業を推進して参る所存です。
これまで同様、がん体験者の方々やご家族、ご遺族そしてお友達などが、気軽にお立ち寄りいただき、ホッとひと息ついていただけ

る空間、必要としていただける居場所となるよう努めて参ります。
私どもは、病と向き合いながらも“ご自分らしく”生きられるよう、皆さまと共にあり、歩みを進めて参ります。
今後とも、皆さまのご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

＜ 認定特定非営利活動法人淡海かいつぶりセンター 理事長 遠藤 郁 ＞

令和４年度の主な事業実績報告

                                   

＊ミニセミナー（１事業）、研修会（１回）開催
＊ゼンタングルワークショップおよびタオル帽子づくりは、いずれも毎月１回の定例開催（年間各１１回開催）
＊絵手紙を描こう会（２回）、秋フェス（￮学びまショー；講演会，￮楽しみまショー；ワークショップと作品展示）、健康ウォーク（春と秋の２回）開催
＊コロナ禍の影響で、多くのサロンが休会となる中、乳がん体験者サロン「はなみずきの会」および婦人科がん体験者サロン「スイートピー」は年間を通して
ほぼ毎月開催。小児疾患長期入院経験保護者の会は８月、2月の2回開催。

＊家族サポートとして、グリーフケア（遺族の対面相談）は毎月第４木曜日に開催、家族（遺族）の集いは毎月第１土曜日に開催
※グリーフケアを必要とする家族（遺族）が徐々に増加傾向にある。

＊週末（第１土曜日、第３日曜日および祝日）の開所（年間計２８日開所：利用者124名）
＊夜間（第１、第３木曜日に19時まで）開所（夜間利用者はきわめて少なく、年間23日開所：利用者10名）
＊リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022滋賀医科大学 10月15日正午～16日正午 オンライン参加 SELF WALK RELAY（９月16日～１０月16日）へ職員2名参加
＊滋賀県がんと向き合う週間への参加（センター内でのイベント開催：2月5日セミナー「緩和ケア」とがん相談会、他所開催講演会のオンライン視聴）
＊大津市（大津市広報2月号掲載）や草津市（草津市相談窓口リーフレットへの掲載）による広報
＊ホームページ（インフォメーション・ブログ等）やフェイスブックの投稿更新（随時更新：平均毎月２～3回程度）
＊その他 ￮広報活動（2022年９月新たに広報担当顧問の就任を得て県内の医療機関および企業訪問の活発化を図る） ￮イベント時の募金活動(募金箱設置)

＊通常総会（５月開催） 理事会（５月、10月、3月開催；但し10月はメール；電磁的記録による） 内部での打合せ会（毎月2回程度）の開催
＊会員数の増加を掲げたが、目標値に達せず（令和5年3月末現在の会員数：個人会員31名、寄附会員１名、団体会員４団体、寄附団体会員１ 団体）
＊基本的な感染防止対策を徹底、年間231日開所した。未だコロナ禍が大きく影響し利用者総数は昨年より若干増の522名、個別相談者も減少傾向で推移

令和４年度決算報告

経常収益 予算（5,190千円）に対する達成率は83.4％（会費52.7％、寄付金78.4％、補助金100.5％、雑益46.7％、）である。
会費は新規入会員の目標を達せず低い達成率となっている。

経常費用 予算（5,901千円）に対する達成率は94.4％（人件費97.5％、物件費92.5％）である。
収支としては、会員増や寄付金受け入れ増が実現できず71万1千円のマイナスとなった。

認定NPO法人淡海かいつぶりセンターの使命は、“がん疾患と向き合いながらも「自分らしく活きる」方々に寄り添い、「よりよく生きる」をお手伝いする”その
ための居場所（環境）づくりであると考えています。引き続き、令和５年度も事業のメインテーマは「あなたらしく活きる」を掲げてまいります。

令和５年度のイベント等事業計画詳細は、５月に郵送の「ニュースレター2022年度第３号裏面」をご参照ください。（ホームページにも掲載しています。）
なお、事業を円滑に進めるには、財政の健全化が喫緊の課題であり、支援者（正会員・寄附会員）の増、広報活動および募金活動の強化を図ってまいります。

今回のニュースレターにつきましては、令和５年度通常総会が無事終了いたしましたので、そのご報告号とさせていただきました。
今後とも、当センターへのご支援ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。
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